
様式第６号 

表示制度対象外施設申請書 

⑴ 〇〇年〇〇月〇〇日  

 岳南広域消防組合消防長 殿 

 

                 申請者  

                ⑵ 住所   中野市〇〇 〇〇番地     

                  氏名   〇〇 〇〇        ㊞ 

                  電話番号 00-0000            

  下記のとおり表示制度対象外施設通知書の交付を受けたいので申請します。 

 

記 

防

火

対

象

物 

⑶ 所 在 地  中野市〇〇 〇〇番地 

⑷ 名 称  〇〇ホテル 

⑸ 用 途  ホテル ※令別表第一（ ５ ）項 イ 

⑹収容人員  100 ⑺管理権原 ☑単一権原 ・ □複数権原 

構造・規模 

⑻ 鉄筋コンクリート造 地上  2階 地下  1階 

⑼    床面積  100 ㎡ 延べ面積 300 ㎡ 

⑽ 

添

付

書

類 

 

☑防火（防災管理）対象物定期点検報告書（写） 

☑防火（防災管理）対象物定期点検の特例認定通知書（写） 

☑消防用設備等点検結果報告書（写） 

☑定期調査報告書（写） 

☑製造所等定期点検記録（写） 

□その他消防本部等が必要と認める書類（             ） 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ ※の欄は、記入しないこと。 

   ３ 表示基準に適合していることを証明するために、必要と認められる資料を添付

すること。 

   ４ □印のある欄については、該当の□印にレを付けること。 

 



【表示制度対象外施設申請書 記入要領】 

 

⑴ 年月日 申請書の提出年月日を記入してください。 

⑵ 申 請

者 

住所 申請者（ホテル・旅館等の管理について権原を有するもの「管理権原

者」）について記入してください。 

長野県外の方は都道府県からの記入をしてください。 

氏名 

電話番号 

防 

火 

対 

象 

物 

⑶ 所在地 当該防火対象物の所在地を記入してください。 

⑷ 名称 「○○ホテル」等防火対象物の名称を記入してください。 

⑸ 用途 
当該防火対象物の用途「ホテル」「旅館」「宿泊所」「特例用途の複合」

等を記入してください。 

⑹ 収容人員 当該防火対象物全体の収容人員を記入してください。 

⑺ 管理権原者 
当該防火対象物について管理権限の分かれない場合は「単一権原」の□

印に✓を、分かれる場合には「複数権原」の□印に✓を付けてください。 

⑻構造 
記入例） 

鉄筋コンクリート造 地上２階 地下０階 等 

⑻ 規模 床面積及び延べ面積を記入してください。 

⑼ 添付書類 

申請時、添付した書類について該当する項目の□印に✓を付けてくださ

い。 

点検結果報告書等で既に消防署に報告済みで申請時に提出が不要なも

のについて、表示マークの□印に✓を付けないでください。 

 


